
秘湯！　逆寝取られの湯　６

（あらすじ）

５話からの続き。

正常位のラブラブセックスで、勇者をさらに自身の虜とした桐華。

仕上げにと、後背位でのセックスにも誘い、

その場面を妻に見せつけ、破局へと導こうとする。

（プレイ）

誘惑～レイプ気味後背位

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

桐華：

そろそろ桔梗が、奥さんを連れて来る頃ね…。

ちゅっ…、ちゅっ…、んっっ…、ちゅっ…♥♥

はぁっ…。あのォ…、勇者様…。

私、もうひとつ思ったことががあるのですが…、宜しいでしょうか。

はい。もしかしたら奥様は、実際はＭで…、

後ろからされるのがお好みだった可能性もありますので…。

念のため…後背位の練習もしておくのが、

イイのかな～？って…。

はい。こうやって…、四つん這いになって～…。

おっきぃお尻を、勇者様のほうに、ぐいっと、突きだして～っ…、と…♥♥

んっっ♥♥

そうです。「バック」、です…♥　

バックでセックスする練習もぉ…、

ついでにシテいっちゃいませんか…？

白くてまぁるいお尻お肉に…。まんなかのふっくらおまんこ♥

縦に入ったエッチな割れ目を、指でくぱぁって開いて…♥

んっっ…♥　あンっ…♥♥

さっき出されたせーし。とろぉ～って、垂れて来ちゃいましたぁ…♥♥

勇者様～？　今、この中、ヌルヌルの、トッロトロで…。

と～っても気持ちいいんですよぉ…？

ほ～らぁ…♥　バックで、セックスぅ♥　

セックス…していっちゃいましょうよぉ…♥

ほら、お尻、ふ～り…♥　ふ～り…♥　ふ～り…♥　ふ～り…♥

時間…？　ちょっとくらい、遅れてもいいじゃないですかぁ。

これも奥様のため。奥様のためなんですからぁ…。

ほら、今度は、私がさらに受けの、Ｍになったって想定で♥

後ろからパンパン♥　おまんこちゅぽちゅぽ♥

犯してっちゃいましょうよぉ…♥　ねっ…？



ほ～ら…♥　お尻を８の字に、

ふ～り…、ふ～り…、ふ～り…、ふ～り…♥

ふ～り…、ふ～り…、ふ～り…、ふ～りぃ…♥♥

ふふ…♥　

勇者様、私のおまんこの気持ちよさ知っちゃったから…、

この誘惑に…逆らえない、ですよね？

こんなふうに、生おまんこを、生尻を、

フリフリ、フリフリされたらぁ…。はぁっ…、はぁっ…。。

餌を見つけた虫みたいに、フラフラ…、フラフラ吸い寄せられてぇ…、

はぁっ…、はぁっ…。。

そのまま自分から、おちんちん、補食されに来ちゃいますよね～？♥

んっっ…、あっ…♥　腰、捕まれて…。

ンッッ♥♥

おちんちんが…、おまんこに、つぷっと、当たって…♥♥

そっ、そのままっ…。んっっ…、はぁっ…、んんっっ……。。

ああんっっ♥♥

…一気に、奥まで入れられちゃいましたぁ…♥♥

はぁっ…、はぁっ…。

どう、ですか…？　後ろから、ずっぽし差し込んだ感想は…？♥

正面からと比べると…、さらに奥まで吸い込まれて、くわえこまれて…。

んっっ…、はぁっ…、挿入したって感じが、とっても、するでしょ…♥



んっっ…♥　あんっ…♥　んっっ…♥

それに、そうやって突くときは、

私のおっきぃ腰を見下ろしながらだからぁ…♥

あんっ…♥　あんっ…♥　あんっ…♥　あんっ…♥

オンナを上から征服して、蹂躙する男の快感…、

たっぷりと、楽しめる、でしょっ…♥♥

あんっ…♥　あんっ…♥　あんっ…♥　やんっ…♥♥

はぁっ…♥　すご、いっっ…♥

勇者様♥　もう夢中になっちゃって♥

スケベな顔してパンパン、パンパンしちゃってる♥♥

はっっ♥　はっっ♥　イイですよっ、いいですよっ♥♥

スケベなメスを、バックで、おちんぽで従わせる練習♥♥

いっぱいいっぱい、していきましょうねっ♥♥

あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥

あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　

いやぁーん♥♥

うん…。そろそろ、来るころね…♥

勇者様が、ほかの女に溺れてる姿。

奥様が見たらどう思うか。とっても、楽しみです…♥♥



（場面は変わり…）

ユナ：

あの…、桔梗（ききょう）さん、

相談に乗ってくださって、本当にありがとうございます。

私たち、こういう事初めてだから、どうしていいか、よく分からなくて…。

桔梗：

いえいえ♥　奥様、お気になさらないでください。

初めは皆さん、よくある事ですから。

とりあえず、一緒にお風呂に入って、

緊張をほぐすのが、いいと思いますよ♥

この旅館は貸し切りですし。遠慮なく、男湯に乱入して…。

びっくり、させちゃいましょっ♥

ふふふっ♥

さ。さ。こちらが脱衣所に…。

桔梗：

って、あ、あららっ…？？

あ、あれ、は…？？　

ええっっ…？？♥　

ユナ：

えっ…？　あ…？　えっっ…？

う…、うそ…。だって、、あれ…？

えっっ…？？

桐華：

あんっ…、あんっ…♥♥　あんっ…、あんっ…♥♥

あんっ…、あんっ…♥♥　あんっ…、あんっ…♥♥

やんっ…、やんっ…♥♥　やんっ…、やんっ…♥♥

あんっ…、あんっ…♥♥　あんっ…、あんっ…♥♥

だめぇ…♥♥　だめぇ～…♥♥

あ、桔梗からの、この灯りの合図…。

とうとう、そこのガラスの奥に、奥様がいらしたみたい…♥

勇者様～…？

得意な顔で突いてくれてるところ…、ごめんなさいね？

眼の前の曇りガラスは、こちらからは奥が見えないけど、

向こうからは見えるようになってるんです…♥♥



今ぁ、私たちの交尾っ♥♥　見られちゃってるんですよ？

ガラス１枚を隔てて。

奥様にしっかりと、見られちゃってるんですよぉ…？♥♥

あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　だめっ…♥♥　だめっっ…♥♥

すごい…♥♥　すごい…♥♥　すごい…♥♥　おっ、きぃっ…♥♥　

あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥

やぁん…♥♥　やぁん…♥♥　やぁん…♥♥　いやぁん…♥♥

ほ～ら、ガラスに正面向けて…。

勇者様のトロケ顔、よーく、見てもらいましょうね～…？

奥様には見せられなかった、おまんこに溺れる様子を♥

たっぷりと…、ねっ…♥

あぁん♥♥　あんあん♥♥　あんあんっ♥♥　いやぁんっ♥♥

ゆ、勇者様ぁ、上から押さえつけるように、

無理矢理パンパン、ズコズコするの、だめぇぇ♥♥　やめて、くださいぃっ♥♥

それ、すごすぎ、ますからぁ♥♥

あんっあんっ♥♥　あんっあんっ♥♥　いやぁ～んっ♥♥

突かれながら、身体の向き、変えて行って～っと。

んふふ♥

私たちの交尾♥　真横からも♥　見てもらいましょうね？

ギンギンに反り返るほどに興奮しきった凶悪おちんちん。



おまんこにばっちりと入れちゃってるとこ。

しっかり、見せつけちゃいましょうね～？

桔梗：

お、奥様…？

あ、あの…。えっ、と……。

ユナ：

あぁ…、あ…、うぁ……。。

う…、うそ…。…。

うそよ…、こん…、なの…。

ぁ……。。　ぅう……。。

桐華：

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっっ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっっ♥♥♥

あん、あん、あんっ♥♥

ふふ。も～っと間近で見てもらいましょうね？

おちんちんから逃げるように、お尻フリフリしながら…、んふふっ…♥

ガラスの方に。移動していって…♥

いやぁん♥♥　やだっ♥♥　追ってこないで下さい♥　勇者様ぁ♥

んっ♥　やだ、追い付かれて、

ガラスにぐいっと、身体押しこまれて…♥♥



あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あ～ん♥♥

突きながらおっぱい～、後ろから揉み揉みしないで下さいっ♥♥　

それも感じちゃう、感じひゃい、ますからぁ…♥♥

はんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥　あんっ…♥♥

あっっ…♥♥　あっっ…♥♥　ひぁっ…♥♥　はぁん…♥♥♥

ふぁ、乳首のコリコリ、こりこりもぉ…♥♥♥

はんっ…♥♥　はんっ…♥♥　あんっ…♥♥　やんっ…♥♥

んにゅ…♥♥　ふぁっ…♥♥　ひぅっ…♥♥　はぅんっっ…♥♥♥

ふふっ。奥様、さぞかし、悔しいでしょうね…。

自分に無いオッパイにも。

勇者様、夢中になっちゃってるんですから…♥♥

え？　あ、勇者様、キス…？？

後ろからちゅきながら、きしゅもぉ…？？♥

らめぇ…、それは、らめれすぅ…♥♥

あむっ？？

んちゅっ♥　んちゅっ♥　んちゅっ♥　んじゅるっ♥♥

ん゛むッ♥　んじゅっ♥　じゅぶっ♥　じゅるるぅ♥♥

はふっっ♥　ぢゅるっ♥　ぢゅるっ♥　ぢゅるぅっ♥♥



ちゅぷっ♥　ちゅぷっ♥　んちゅっ♥　ちゅぅぅっ♥♥

んああぁ♥♥

奥さんにこんな濃厚なキスを見せつけるなんて…♥

勇者様、とっても罪な男ですね…♥

んじゅっ♥♥　じゅるっ♥♥　ンムッッ♥♥　じゅるるっ♥♥♥

しゅ、しゅごひれすっ♥♥　んぢゅっ♥♥　ぢゅるるっ♥♥♥

ふぁ、後ろからエッチなとこ。いっぱい、はげしく、犯されちゃってぇ♥♥

あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっっ♥♥

わたし、壊されちゃう…、おかひく、なっちゃいますよぉ…♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥♥

いや～んっっ♥♥　いや～んっっ♥♥

勇者様、そこで、あの言葉ですよ？　

とっても幸せになれる、魔法の言葉♥　教えてあげましたよね…？

ほらっ…♥　



す…き…♥　す…き…♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥♥

勇者様、「好き♥、好き♥」だなんてっ♥♥　

そんなこと言ったらダメ、ダメですよぉっ♥♥

勇者様には、奥様が、いるんですからぁ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　だめっ♥♥　だめぇ♥♥♥　

それに、私の名前も、呼びながら、

そんな、ズポズポ、ズポズポされちゃったらぁ♥♥

あ゛～♥♥　あ゛～♥♥　あ゛～♥♥　あ゛～っ♥♥♥

気持ちいいのが。どんどん、膨らんじゃってぇ♥♥

あんっっ♥♥　あんっっ♥♥　あんっっ♥♥　あんっっ♥♥

あんっっ♥♥　あんっっ♥♥　あんっっ♥♥　あんっっ♥♥♥

わたしっ、イっちゃう、イかされちゃい、ますからぁ…♥♥

あむっっ♥♥　んじゅっ♥♥　んじゅっ♥♥　じゅるるっ♥♥

じゅるっ♥♥　んじゅっ♥♥　ぶじゅっ♥♥　じゅるるぅぅ♥♥♥

ふはっ、や、やだっ♥♥　

なかで、おひんひんが、プク～って。膨らんできてぇ♥♥

ましゃかっ、勇者様も、イっちゃうっ？？　イっちゃうん、ですかぁっ？

じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　んじゅっ♥♥　じゅるっっ♥♥

んじゅっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅじゅっ♥♥　んじゅじゅるうぅっっ♥♥♥

だめっ♥♥　だめっ♥♥　だめっ♥♥　だめですぅぅん♥♥



さぁっ、盛大にイっちゃいましょっ？♥　見せつけちゃいましょ？♥

奥様の眼の前で、禁断の種付け♥♥　

愛を囁きながらの浮気中出しっ♥♥　シちゃいましょっ？？♥♥　んふふっ♥♥

あ～んっ♥♥　だめぇ！♥♥　だめぇ！♥♥　

押さえつけられて、逃げられないっっ♥♥　

バックの体勢から、逃げられないよぉっっ♥♥♥

あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥

あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥　あ゛んっ♥♥♥

だめぇ♥♥　だめぇ♥♥　出されちゃう♥♥　だひゃれちゃうっ♥♥

子宮の奥に、はらませぴゅっぴゅ、されちゃうよぉ♥♥　

奥さんがいる人に、妊娠、させられちゃうよぉ♥♥

やんやん、いやぁ～んっ♥♥

だめぇ～！♥♥♥　だめぇ～！♥♥♥　だめぇ～！♥♥♥　だめぇ～！♥♥♥

イくぅ～！♥♥♥　イくぅ～！♥♥♥　イくぅ～！♥♥♥　イくぅぅ～っ！♥♥♥

あ゛ーー！♥♥♥　あ゛ーー！♥♥♥　あ゛ーー！♥♥♥　あ゛ーー！♥♥♥

あ゛ーー！♥♥♥　あ゛ーー！♥♥♥　あ゛ーー！♥♥♥　あ゛ーー！♥♥♥

あ゛ーーー！！♥♥♥♥

イッッ、く　ぅ　ぅ　ぅ　ぅ　～　～　～　っ　っ　っ♥　♥　♥　♥　♥

（盛大な射精）

あ゛゛～　～　～　っ　っ　っ　っ　っ　！　！　！　♥　♥　♥　♥　♥



あ゛～っ♥♥　あ゛～っ♥♥　あ゛～っ♥♥　あ゛～っっっ♥♥♥

出されてるっ…♥♥　だされ、ちゃってる…♥♥

熱々の、濃厚、せーしっ…♥♥　私のナカに、一番、奥にっっ♥♥

あっっ…♥♥　んっっ…♥♥　あっっ…♥♥　んっっ…♥♥♥♥

しゅご、いっっ…、まだ、出続けて……。。

はっっ……。はっっ……。んっっ……。はぁっ……♥♥

あっつ（熱）っ…。

はぁっ……。はぁっ……。はぁっ……。。

はぁ………。

……。

桐華：

あ…、扉が開いて…。

は～い。とうとう、奥様のおでまし、ですね～…。んふふっ…。

ユナ：

…。

…あなた…？

いえ…、勇者、様…？

ううん……。勇者でも、なんでも、ありませんよね…。



今。ようやく合点が行きました…。

どうもここ数日、あなたの様子がおかしいと思ったら…。

…こういうこと、だったんですね…。

ほかのオンナに、心変わりしてたんだって。

そういうこと、だったんですね…。

ユナ：

はぁ？　「違う、違う」って…、なにが、違うのよっっ…！

こんなの、見せられてっ…！

一体、なにが…。。

桐華：

ふふっ。ここらでだめ押し、しとこうかしら♥

奥様ぁ…。

勇者様が、勇者様が…、ひどいのですぅ…。

いきなりお風呂に引きずり込んできて…、

押さえつけてきて…、そのまま、その、ままっ…。

ううぅっ…。ひっく…。

ユナ：

最っ低…！

あまつさえ、手込めにしようとするだなんて…。

私。あなたのことは、もう、知りませんから。

あとの始末は…、自分で、おつけになってくださいね？

夜の便で、直ぐにでも、国に帰らせていただきます…！

桐華：

ふふっ…。ふふふふっ…♥

あはははっ…♥

大・成・功～…♥♥

ふふふふっ…♥

（第６話　おわり）


